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B
R
I
C
S
拡
大
と
そ
の
背
景

　

そ
も
そ
も
、
B
R
I
C
S
は
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
、
な
ぜ
そ
の
動
向
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
の
B
R
I
C
S
の
名
称
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
頭
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

2
0
0
1
年
に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク

ス
の
ジ
ム
・
オ
ニ
ー
ル
氏
が
、
提
唱
し
た

概
念
で
あ
る
。
そ
の
後
、
06
年
に
【
公
式

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
】
発
足
し
、
11
年
に
、

南
ア
フ
リ
カ
が
加
盟
し
た
こ
と
で
、
今
日

の
「
B
R
I
C
S
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

24
年
1
月
に
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
U
A
E
）、
イ
ラ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ

オ
ピ
ア
が
新
た
に
加
わ
り
、「
B
R
I
C
S

＋
（
プ
ラ
ス
）」
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
。

20
カ
国
・
地
域
（
G
20
）
に
お
い
て
は
西

側
諸
国
（
主
要
7
カ
国
〈
G
7
〉）
が
含

ま
れ
る
一
方
、
B
R
I
C
S
は
西
側
諸
国

を
含
ま
な
い
中
ロ
主
導
の
枠
組
み
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
（
※
本
稿
で
は
、
こ
れ

ま
で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
き
た
名
称

「
B
R
I
C
S
」
を
引
き
続
き
使
用
す
る
）。

　

当
初
は
、
新
興
国
の
経
済
的
な
可
能
性

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
B
R
I
C
S

だ
が
、
近
年
で
は
、
米
国
を
中
心
と
す
る

西
側
諸
国
が
主
導
し
て
き
た
「
自
由
で
開

か
れ
た
国
際
秩
序
（
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩

序
）」
に
対
抗
す
る
存
在
と
し
て
影
響
力

を
増
し
て
お
り
、
そ
の
経
済
的
・
政
治
的

動
向
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

24
年
10
月
に
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
ン
で
開
催

さ
れ
た
B
R
I
C
S
首
脳
会
議
（
カ
ザ
ン

サ
ミ
ッ
ト
）
は
、
B
R
I
C
S
＋
体
制
下

で
の
初
開
催
と
な
っ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

に
は
、
正
式
メ
ン
バ
ー
の
9
カ
国
に
加
え
、

27
カ
国
お
よ
び
国
際
機
関
の
代
表
が
参
加

し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
ト
ル
コ
の
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
や
セ
ル
ビ
ア
の
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ル
・
ヴ
リ
ン
副
首
相
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
の
ア
リ
エ
フ
大
統
領
と
い
っ
た
、

欧
米
に
近
い
立
場
の
国
々
の
代
表
も
参
加

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
E
U
加
盟

候
補
国
や
、
N
A
T
O
加
盟
国
な
ど
、
い

拡
大
す
る
B
R
I
C
S
、既
存
秩
序
へ
の
挑
戦

世
界
の
多
極
化
に
備
え
よ

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ

D
T
F
A
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト 

研
究
員

平
木
綾
香

外交・国際

　
新
興
国
グ
ル
ー
プ
「
B
R
I
C
S
（
ブ
リ
ッ
ク
ス
）」
が
、
加
盟
国
の
拡
大
を
通
じ
、
既
存
の
国
際
秩
序
に
挑
む
動
き

を
見
せ
て
い
る
。
2
0
2
5
年
1
月
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
正
式
に
加
盟
。
ま
た
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
も
加
盟
を
模

索
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
諸
国
の
B
R
I
C
S
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
反

B
R
I
C
S
姿
勢
は
、
新
た
な
地
政
学
リ
ス
ク
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
B
R
I
C
S
の
狙
い
と
そ
の

限
界
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
国
際
秩
序
の
変
容
を
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
通
じ
て
展
望
す
る
。
B
R
I
C
S
が
反

米
連
合
と
し
て
結
束
す
る
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
世
界
が
多
極
化
に
向
か
う
流
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

ひ
ら
き・あ
や
か　
官
公
庁
、外
資
系

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
て
、

安
全
保
障
貿
易
管
理
業
務
、上
場
企

業
の
経
済
安
全
保
障
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
戦
略
策
定
支
援
な
ど
に
従

事
。デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
合
同

会
社
入
社
後
は
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
部

門
の
立
ち
上
げ
・
拡
大
に
寄
与
。政
策

ビ
ジ
ョ
ン
の
立
案
、発
信
支
援
に
も

携
わ
る
。専
門
分
野
は
、国
際
政
治
経

済
、安
全
保
障
、ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
。

修
士（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
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わ
ゆ
る「
西
側
陣
営
」と
さ
れ
て
き
た
国
々

が
、
新
た
な
国
際
制
度
の
構
築
に
関
心
を

示
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

発
展
途
上
国
が
B
R
I
C
S
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
る
背
景
に
は
、
米
中
の
地
政

学
競
争
の
激
化
、
こ
う
着
状
態
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
そ
し
て
中
東
紛
争
の
拡
大
が

あ
る
。
昨
今
の
西
側
諸
国
に
よ
る
対
中
強

硬
政
策
（
投
資
・
貿
易
規
制
）
や
対
ロ
制

裁
（
銀
行
決
済
取
引
網
「
S
W
I
F
T
」

か
ら
の
ロ
シ
ア
排
除
な
ど
）
は
、
西
側
諸

国
が
自
国
の
経
済
的
優
位
性
を
政
治
目
的

で
利
用
し
て
い
る
印
象
を
途
上
国
に
与
え

て
い
る
。
同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
攻
撃

す
る
ロ
シ
ア
を
孤
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
欧

米
が
必
ず
し
も
多
く
の
国
を
説
得
で
き
て

い
な
い
こ
と
は
、
西
側
諸
国
の

政
治
的
・
経
済
的
理
念
の
押
し

付
け
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
東
紛
争
に
お
い
て
、

西
側
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
姿
勢
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
対
す
る
ロ
シ
ア
へ
の
厳

し
い
対
応
と
は
対
照
的
で
あ
り
、

多
く
の
批
判
を
招
い
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
は
、

人
権
や
国
際
法
の
観
点
か
ら
問

題
視
さ
れ
、
西
側
が
掲
げ
て
き

た
民
主
主
義
や
法
の
支
配
の
理

念
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
明
ら
か
な
「
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
西
側
諸
国
を
批
判
す

る
絶
好
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
数

を
占
め
る
国
で
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
侵
攻
に
対
す
る
米
国
な
ど
西
側

諸
国
の
対
応
に
対
す
る
不
満
が
強
い
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
I
S
E
A
S
研
究
所

が
実
施
し
た
24
年
の
年
次
世
論
調
査
に
よ

る
と
、「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
A
S
E
A
N
）
が
米
中
の
ど
ち
ら
か
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
ど
ち
ら

を
選
ぶ
べ
き
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、

回
答
者
の
半
数
が
中
国
を
選
ん
だ

1

。
過

半
数
が
中
国
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
調
査

を
始
め
た
2
0
2
0
年
以
来
初
め
て
で
あ

り
、
A
S
E
A
N
諸
国
か
ら
米
国
が
支
持

を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
B
R
I
C
S
は
、
西
側
諸

国
が
主
導
し
て
き
た
国
際
制
度
に
代
わ
る

新
た
な
選
択
肢
と
し
て
、
発
展
途
上
国
間

で
期
待
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

B
R
I
C
S
は
、
経
済
面
で
も
存
在
感

を
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
世
界
の
購
買

力
平
価（
P
P
P
）ベ
ー
ス
の
G
D
P（
国

内
総
生
産
）
に
占
め
る
B
R
I
C
S
の
割

合
は
、
16
年
に
は
G
7
諸
国
（
カ
ナ
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、

英
国
、
米
国
）
を
上
回
っ
た
。
国
際
通
貨

基
金
（
I
M
F
）
の
予
測
で
は
、
30
年
ま

で
に
世
界
経
済
の
約
40
％
を
占
め
る
と
さ

れ
る
。
一
方
、
G
7
は
約
25
％
に
と
ど
ま

る
見
込
み
で
あ
る
（
図
1
参
照
）。

　

ま
た
、
B
R
I
C
S
諸
国
は
、
世
界
の

中
央
銀
行
が
保
有
す
る
外
貨
準
備
資
産
の

42
％
を
占
め

3

、
米
ド
ル
の
基
軸
通
貨
と

し
て
の
優
位
性
を
脅
か
し
て
い
る
。
00
年

に
は
世
界
の
外
貨
準
備
に
占
め
る
米
ド
ル

の
割
合
が
約
70
・
7
％
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
約
58
・
2
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る

4

。
今
後
B
R
I
C
S
は
、
共
通
通
貨
の

創
設
や
金
準
備
の
拡
大
、
加
盟
国
間
で
の

自
国
通
貨
の
活
用
と
い
っ
た
動
き
を
通
じ
、

脱
ド
ル
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

米
ド
ル
が
依
然
と
し
て
支
配
的
な
通
貨

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
う

し
た
「
脱
ド
ル
化
」
を
巡
る
議
論
が
巻
き

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
国
際
経
済

秩
序
に
お
け
る
大
き
な
変
化
を
象
徴
し
て

い
る
。
長
期
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
絶
対
的

と
さ
れ
て
き
た
米
ド
ル
の
支
配
的
地
位
が

揺
ら
ぐ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
B
R
I
C
S
は
世
界
の
経

済
・
金
融
分
野
に
お
け
る
影
響
力
を
着
実

に
拡
大
し
、
世
界
の
多
極
化
を
け
ん
引
し

て
お
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
避

で
あ
る
。

既
存
の
国
際
秩
序
へ
の
挑
戦

　

B
R
I
C
S
の
狙
い
は
何
か
。
シ
ン
プ

ル
な
答
え
は
、B
R
I
C
S
＋
（
新
興
国
）

が
自
ら
の
影
響
力
を
拡
大
し
、
国
際
社
会
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に
お
け
る
地
位
と
発
言
力
を
強
化
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

24
年
の
カ
ザ
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
「
カ
ザ
ン
宣
言
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
と
比
較
し
て
、
よ
り
具
体
的

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
宣
言
は
、

B
R
I
C
S
の
共
通
の
目
標
と
し
て
、
①

多
極
化
の
追
求
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
②
気
候
変
動
対
策
③
経
済
協
力
の

強
化
─
な
ど
を
打
ち
出
し
た

5

。
主
な
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

①
多
極
化
の
追
求
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革

　

B
R
I
C
S
諸
国
は
、
新
た
な
勢
力
の

台
頭
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
多
極
的
な

世
界
秩
序
が
発
展
途
上
国
の
潜
在
的
な
能

力
を
引
き
出
し
、
よ
り
公
平
で
包
括
的
な

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
協
力
を
可
能
に
す
る
と

の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
国
連
安
全
保

障
理
事
会
や
世
界
貿
易
機
関
（
W
T
O
）

な
ど
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
を
支
持
し
、
発
展
途
上
国
の
発
言
権
や

存
在
意
義
の
向
上
を
訴
え
る
と
同
時
に
、

西
側
諸
国
に
よ
る
一
方
的
な
制
裁
措
置
へ

の
懸
念
も
表
明
し
た
。

　

中
国
や
ロ
シ
ア
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
の
声
明
を「
新
た
な
世
界
秩
序
の
基
盤
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る

6

。

②
気
候
変
動
対
策
と
持
続
可
能
な
開
発

　

B
R
I
C
S
諸
国
は
、
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
（
U
N
F
C
C
C
）、
京
都

議
定
書
、
パ
リ
協
定
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
的
な
気
候
変
動
の
枠
組
み
を
支
持
す
る

一
方
で
、「
公
平
性
」
と
「
共
通
だ
が
差

異
あ
る
責
任
お
よ
び
各
国
の
能
力

（C
om
m
on But D

ifferentiated 

Responsibilities and Respective 

Capabilities: CBD
R-RC

）」
の
原
則

性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
各
国
の
状
況

に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
に
は
、

十
分
な
資
金
援
助
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
た
め
の
技
術
的
な
協
力
（
技
術
移
転
）、

能
力
構
築
が
不
可
欠
だ
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
気
候
変
動
を
口
実
に
し
た
一
方
的
な

制
裁
や
欧
州
連
合
（
E
U
）
が
導
入
し
た

国
境
炭
素
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
差
別

的
で
保
護
主
義
的
な
措
置
だ
と
名
指
し
で

非
難
し
た
。

③
経
済
・
金
融
協
力
の
促
進

　

B
R
I
C
S
諸
国
は
、
地
政
学
お
よ
び

地
経
学
的
な
分
断
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
経
済
・
金
融
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
新
開

発
銀
行
（
N
D
B
）、
B
R
I
C
S　

P
a
y
、
そ
し
て
B
R
I
C
S
ブ
リ
ッ
ジ

だ
。
ロ
シ
ア
の
ア
ン
ト
ン
・
シ
ル
ア
ノ
フ

財
務
大
臣
は
サ
ミ
ッ
ト
前
に
、

B
R
I
C
S
が
I
M
F
の
代
替
機
関
を
設

立
し
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
西

側
主
導
の
構
造
を
早
急
に
置
き
換
え
る
べ

き
と
主
張
し
た

7

。

・
新
開
発
銀
行
（N

ew

 D
evelopm

ent 

Bank: N
D
B

）

　

N
D
B
は
、
15
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際

開
発
金
融
機
関
で
あ
り
、
本
部
は
中
国
・

上
海
に
置
か
れ
て
い
る
。
資
本
金
は
、

1
0
0
0
億
㌦
で
、
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

南
ア
フ
リ
カ
が
均
等
に
20
％
ず
つ
出
資
し

て
い
る
。
総
裁
は
、
各
国
で
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
制
を
採
用
し
、
任
期
は
5
年
と
さ
れ

る
。
N
D
B
は
、
B
R
I
C
S
加
盟
国
に

加
え
、
ア
ジ
ア
以
外
の
新
興
国
に
も
開
放

さ
れ
、
主
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
持
続
可
能

な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
融
資
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
設
立
以
来
、
承
認
さ

れ
た
融
資
総
額
は
3
0
0
億
㌦
を
超
え
る

も
の
の
、
実
際
の
融
資
提
供
額
は
そ
の
半

分
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
融

資
の
約
3
分
の
2
が
依
然
と
し
て
ド
ル
建

て
で
あ
る
な
ど
、
N
D
B
の
実
績
は
限
定

的
で
あ
る
。

・
B
R
I
C
S 

P
a
y

　

B
R
I
C
S 
P
a
y
は
、
18
年
に

B
R
I
C
S
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ

っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
決
済
シ
ス
テ
ム
で
、

加
盟
国
間
の
自
国
通
貨
に
よ
る
直
接
決
済

を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Q
R
コ
ー
ド
決
済
や
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル

通
貨
（
C
B
D
C
）
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
分
散
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
採
用
し
て
リ
ス
ク
分
散
と
安
定
性
の
実

現
を
目
指
す
。
22
年
に
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
運

用
が
始
ま
り
、
23
年
以
降
、
一
部
の
企
業

で
B
R
I
C
S 

P
a
y
の
利
用
が
開
始

さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
内
決
済
シ
ス
テ
ム

と
の
統
合
や
運
用
開
始
に
向
け
た
技
術
的

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
完
全
な
本
格
導

入
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ

ー
取
引
の
コ
ス
ト
削
減
や
効
率
化
を
狙
う

一
方
で
、
開
発
の
遅
れ
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

・
B
R
I
C
S
ブ
リ
ッ
ジ

　

24
年
に
ロ
シ
ア
が
提
唱
し
た

B
R
I
C
S
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
よ
り
高
度
な

技
術
基
盤
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
決
済
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
脱
ド
ル
化
を
推
進
す
る
狙
い

が
あ
る
。
C
B
D
C
や
非
現
金
資
金
を
活

用
し
、
国
際
送
金
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

を
目
指
す
。
主
な
目
的
は
、
S
W
I
F
T

の
代
替
と
な
る
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
西
側
の
金
融
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
独
立
、

B
R
I
C
S
諸
国
間
で
の
直
接
取
引
を
促

進
し
て
金
融
主
権
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
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し
て
多
極
的
な
金
融
秩
序
の
創
出
で
あ
る
。

た
だ
し
、
人
民
元
が
支
配
的
地
位
に
な
る

こ
と
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
懸
念
や
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
、
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー
、

相
互
運
用
性
と
い
っ
た
技
術
的
課
題
に
よ

り
、
加
盟
国
間
で
の
合
意
形
成
は
進
ん
で

い
な
い
。

　

B
R
I
C
S
は
、
各
国
の

経
済
的
自
立
性
を
高
め
る
と

同
時
に
、
国
際
的
な
不
均
衡

を
是
正
す
る
新
た
な
枠
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。
N
D
B

や
B
R
I
C
S 

P
a
y
、

B
R
I
C
S
ブ
リ
ッ
ジ
と
い

っ
た
新
し
い
金
融
・
経
済
ツ

ー
ル
の
実
現
に
は
、
技
術
的

な
課
題
の
解
決
や
加
盟
国
間

の
利
害
調
整
が
不
可
欠
で
あ

る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
成
功
す
れ
ば
国
際
金

融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
パ
ワ

ー
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
変
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
S
W
I
F
T
に

代
わ
る
資
金
調
達
手
段
が
登

場
す
れ
ば
、
既
存
の
シ
ス
テ

ム
と
の
競
争
が
激
化
し
、
長

年
西
側
諸
国
が
維
持
し
て
き

た
経
済
的
・
政
治
的
優
位
性

が
揺
ら
ぐ
シ
ナ
リ
オ
も
想
定

さ
れ
る
。

反
欧
米
連
合
と
な
り
得
な
い
B
R
I
C
S

　

B
R
I
C
S
は
、
経
済
・
政
治
的
な
影

響
力
を
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
内
部
に

は
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
加

盟
国
の
戦
略
的
利
害
の
不
一
致
で
あ
る
。

中
国
や
ロ
シ
ア
は
、
西
側
の
影
響
力
か
ら

の
脱
却
と
新
た
な
世
界
秩
序
の
構
築
を
目

指
す
一
方
、
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
は
経
済

的
利
益
を
重
視
し
、
反
西
側
陣
営
と
し
て

見
な
さ
れ
る
こ
と
を
忌
避
し
て
い
る
。
特

に
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
対
立
は
深
刻
で
あ

り
、ヒ
マ
ラ
ヤ
国
境
紛
争
や
イ
ン
ド
の「
日

米
豪
印
戦
略
対
話
（Q

uad

）」
へ
の
参
加

は
、
両
国
関
係
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
、
中
国
製
品
や
投

資
に
対
す
る
独
自
の
規
制
を
導
入
し
て
お

り
、B
R
I
C
S
内
部
で
の
「
脱
ド
ル
化
」

の
議
論
や
経
済
協
力
の
進
展
を
阻
む
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
地
域
間
の
対
立
が
あ
る
。
イ
ラ

ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
対
立
や
、
エ
ジ

プ
ト
と
エ
チ
オ
ピ
ア
間
の
ナ
イ
ル
川
の
水

力
発
電
を
巡
る
紛
争
な
ど
、
地
域
間
で
の

緊
張
も
協
力
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
ロ
シ
ア
は
、
B
R
I
C
S
内
で
主

導
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
が
、

経
済
基
盤
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く
さ
や
財
政
的
制
約
に

よ
り
実
際
の
影
響
力
は
限
定
で
あ
る
。

I
M
F
に
よ
る
と
、
購
買
力
平
価
G
D
P

に
お
け
る
B
R
I
C
S
の
シ
ェ
ア
は
中
国

と
イ
ン
ド
が
け
ん
引
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア

な
ど
他
の
加
盟
国
は
停
滞
ま
た
は
減
少
し

て
い
る
（
図
2
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
B
R
I
C
S
に
は
、
G
7
や

E
U
の
よ
う
に
共
有
す
る
価
値
観
や
制
度

基
盤
が
な
く
、
各
国
の
意
思
決
定
は
独
裁

的
な
指
導
者
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た

め
、
交
渉
や
合
意
が
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
行
わ

れ
る
傾
向
が
強
い
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
政
権
交
代
に
よ
り
B
R
I
C
S
へ
の

関
与
が
低
下
し
た
。
ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ

で
も
政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
り

B
R
I
C
S
へ
の
忠
誠
心
が
揺
ら
ぐ
可
能

性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
指
導
者
に
依
存
し

た
運
営
体
制
は
長
期
的
な
一
貫
性
や
安
定

性
を
欠
き
、
B
R
I
C
S
の
制
度
的
な
脆

弱
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

B
R
I
C
S
は
、
潜
在
的
な
対
立
や
分

断
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
中

立
を
志
向
す
る
国
々
も
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
B
R
I
C
S
が
「
反
欧
米
連
合
」
と

し
て
結
束
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
や
立

場
に
基
づ
き
、
多
極
化
し
た
世
界
秩
序
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
反
欧
米
と

い
う
単
一
の
目
的
だ
け
で
ま
と
ま
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
だ
ろ
う
。
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多
極
化
す
る
世
界
へ
の
準
備
─
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ

　

そ
れ
で
も
西
側
主
導
の
国
際
秩
序
が
今

後
も
維
持
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
24
年

の
欧
州
議
会
選
挙
や
米
大
統
領
選
の
結
果

が
示
す
よ
う
に
、
西
側
諸
国
で
も
自
国
第

一
主
義
の
動
き
が
顕
著
で
、
リ
ベ
ラ
ル
な

国
際
秩
序
の
擁
護
者
と
し
て
の
役
割
を
放

棄
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
映
る
。
さ
ら
に
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
就
任
後
の
言
動
は
同

盟
国
間
の
分
断
を
招
き
か
ね
な
い
。
こ
う

し
た
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
後
の
国
際

秩
序
を
巡
る
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
示
す
。

【
シ
ナ
リ
オ
Ⅰ
：
世
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
】

　

西
側
諸
国
と
B
R
I
C
S
諸
国
の
対
立

が
深
化
し
、
世
界
が
二
極
化
す
る
。
特
に
、

ト
ラ
ン
プ
新
政
権
の
下
、
米
国
が
第
一
主

義
を
強
化
し
、
競
争
相
手
に
対
し
て
一
方

的
な
強
硬
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

B
R
I
C
S
諸
国
が
反
欧
米
的
な
連
携
を

見
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
「
脱
ド
ル
化
を
進
め
る
場
合
、

B
R
I
C
S
諸
国
に
対
し
て
1
0
0
％
の

関
税
を
課
す
」
な
ど
の
発
言
は
、

B
R
I
C
S
を
反
米
に
導
き
か
ね
な
い
。

こ
の
場
合
、
国
際
社
会
で
の
分
断
が
進
み
、

冷
戦
期
に
似
た
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
様
相
を
呈

す
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
企
業
に
と
っ
て
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ

は
深
刻
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
。
特
定
の

市
場
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
自
由
な
事
業
展
開
が

困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
投
資

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
再
検
討
や
市
場
の
選

択
、
戦
略
的
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
切
り
離

し
）
の
必
要
性
が
高
ま
る
。
特
定
市
場
へ

の
依
存
度
を
下
げ
る
た
め
の
大
胆
な
経
営

判
断
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
シ
ナ
リ
オ
Ⅱ
：
緩
や
か
な
多
極
化
】

　

西
側
諸
国
内
で
の
分
断
・
対
立
や
、
経

済
的
影
響
力
が
徐
々
に
低
下
す
る
中
で
、

B
R
I
C
S
諸
国
の
存
在
感
が
相
対
的
に

増
し
、
新
た
な
多
極
的
国
際
秩
序
が
形
成

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ

で
は
、
B
R
I
C
S
諸
国
が
国
際
的
な
意

思
決
定
の
場
で
よ
り
大
き
な
発
言
力
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
各
国
の
利
益
に
基
づ
い

た
政
策
が
優
先
さ
れ
る
展
開
が
予
想
さ
れ

る
。
日
本
企
業
は
、
B
R
I
C
S
主
要
国

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
や
現
地
投

資
の
拡
大
を
通
じ
て
、
新
た
な
収
益
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
欧
米

の
動
向
に
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
主
体

的
な
行
動
が
競
争
力
の
維
持
に
不
可
欠
と

な
る
。

【
シ
ナ
リ
オ
Ⅲ
：
現
行
体
制
の
維
持
】

　

B
R
I
C
S
内
の
対
立
や
分
断
が
深
ま

り
、
結
果
的
に
B
R
I
C
S
の
組
織
と
し

て
の
機
能
が
低
下
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

同
時
に
、
多
く
の
途
上
国
が
中
間
所
得
の

わ
な
に
陥
り
、
経
済
成
長
が
停
滞
す
る
状

況
で
は
、
西
側
諸
国
が
現
行
の
国
際
秩
序

を
引
き
続
き
主
導
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
欧
米
市
場
の
縮
小
や

B
R
I
C
S
諸
国
の
成
長
鈍
化
は
、
世
界

経
済
全
体
に
停
滞
感
を
も
た
ら
す
。
日
本

企
業
は
、
投
資
の
選
択
と
集
中
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
生
産
性
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
。
市
場
の
拡
大
が
見
込
め
な
い
状

況
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ス
ト
削

減
が
生
き
残
り
の
条
件
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
時
代
は

終
わ
り
、
軍
事
力
や
権
力
を
背
景
と
し
た

パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
時
代
が
再
来
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
政
府
や
企
業
は
、

戦
略
的
自
律
性
を
多
元
的
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
た

柔
軟
な
意
思
決
定
が
求
め
ら
れ
る
。
米
国

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
後
退
し
、
国
際
社

会
で
分
断
や
帝
国
主
義
的
傾
向
が
顕
在
化

す
る
中
、
日
本
は
米
国
の
同
盟
国
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
も
、
新
興
国
に
対
し
て

積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
国
際
的
な
合
意
形
成
に

お
い
て
、
新
興
国
と
の
関
係
構
築
が
重
要

な
鍵
を
握
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。


